
R03 卒業制作発表展「コンセプトシート」 近藤 優妃 

 

コンセプト ～未来の自分へ～ 

 

・私は将来、学生時代の自分が何を作り考え、迷いながら学んできたのかを

思い出せるものを卒業の記念として作りたいと思いました。 

 そこで、視界に入ったときに想起しやすいと考え、コーヒーの趣味から、

コーヒーに使う道具を自分で作ることにしました。 

 

【制作アイテム】  
ティースプーンとネルドリップの持ち手 

【ティースプーン】 

 ・コーヒーはブラック派なので基本使う頻度は少ない。しかし、ソーサー

の上にあるだけで雰囲気を醸し出すことができて、使わなくても効果がある。 

 ・ハンドドリップやエスプレッソ、ラテやアイスコーヒーといった淹れ方

や味や風味に合わせて使い分けたいので数種類のバリエーションが欲しい。 

 

【ネルドリップの持ち手】 

 ・布にコーヒーの風味が残ってしまうので使用後は煮沸して、常に水に浸

るように保管する必要があるため持ち手が痛んでしまう点を改善したい。 

 現在使っている木製の持ち手を金属に変えて、取り外し可能にすることで

これを解決していきたい。 

 

 

■作品のテーマ： 「M y  S e t  」  ■デザイン  

・ティースプーンは「剣」モチーフで安定感あるデザインにしました。 

剣の中でも刀ではなくレイピアや西洋の剣に着目しました。 

・３本のうち２本を似たデザインにすることで対称性や統一感をもたせました。 

模様の違いは自分のサインの iの点の 

パターンをモチーフにしています。 

 

■素材  

・叩いて形を作るスプーンは柔らかいシルバー950を使用しました。 

・ネルドリップの持ち手は中に真鍮のパイプ状の金具を付けて着脱できるよう

になっています。 

■加工技術  

・ティースプーンは柄の装飾部分をCADで設計して、スプーンは鍛造で作って

います。 

 火を入れてパーツをロウ付けをすると柔らかくなってしまうので、火を入れ

ない「かしめ」を使い固定しています。 

・真鍮の金具は簡単に取り外しできるように、傾けても回ったり落ちたりしな

い程度にしています。 

 

・前期デザインA-1の 

授業で教わったCADと、 

後期プロダクトB-3の授業 

で教わったかしめ 

を使って作りました。 

 

シルバー950、シルバー925、真鍮、5×7OVタンザナイト、 5×7OVトパーズ、

Φ4mmアイオライト、Φ4ｍｍヘリオドール 

 

【真鍮の金具】 


